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要旨 E G Lは 16ピットパソコン PC-9801で稼働する言語地図作成支援

システムである。編集機能に優れた大型機上の GLAP  Sと地図の表現力に優れた

f「 パソコン上の SEA  Lの特長を両立させることを目的として開発された。 EG Lで

は完全な対話型の操作によって、語形のまま入力されたデータの編集と言語地図の

作成が可能である。地図の出力媒体は現在のところ CR Tのみであるが、将来的に

はプロッタ等を予定している。語形編集終了後、地図作成に要する時聞は 364地

点のデ｝タを使用した場合で 20秒を切っており、従来の手作業に対し平均して少

なくとも 10 0倍以上のスピード老実現している。

Edi tor fo「 Geo・Linguistics : A Conversational System on NEC PC・9801

for the Analysis and Cartography of Geo‘I inguistic data 

門AEKAWA Kikuo 

( Tottori University ) 

Abstract: EGL is a conversational software system on NEC PC・9801

developped in order to minimize that enormous time and efforts required 

for the analysis and making up of linguistic maps. Based on the 

critical analysis of two predecessor programs GLAPS and SEAL, EGL is 

designed to incorporate both the editing power of GLAPS and the 

graphics output of SEAL. Though the output device of I inguistic map 

now available is limited to CRT, plotter output will be served 

in the near future. The time needed to make a map on CRT is less 

than 20 seconds when Linguistic Atlas.around Nakaumi and Daisen’s 364 

informants’data are used. It is a hundred times faster than the 

manua I cartography at the very 1 east. 
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E G Lの目的

言語地図の作成は多くの労力者E要する作業である． しかもその作業の多くの部分

はハンコ〈ゴム印〉押しに代表される単純作業である．この作業から言語地理学に

携わる者を解放し，地図の解釈などの本質的な作業に専念しやすい環境を提供する

ために単純作業をコンビュータに肩代りさせようとするのはごく自然な欲求である。

今回発表する EG Lと呼ぶプログラムもこの欲求を満たそうとするものである．

れ

言語地図の作成を支援するコンビュータプログラムとしては荻野綱男氏の GLA  

p S，および福嶋秩子氏の SEA  Lが既に知られている． この 2種のプログラムの

性格を (1）言語資料の編集・加工能力，（2）作成される言語地図の表現力，（3）操作

の方法という三つの観点からごく概念的に紹介すると下図のようになる。表現力の

SEA Lに対し，編集能力の GLAP Sということができる。そしてこの性格は両

者の開発環境を端的に反映している。 GLAP Sは大型コンビュータ上でのバッチ

処理が普通であった時代に開発されたプログラムであり， SEA Lは初期の 8ビッ

トパソコンのために開発されている． GLAP Sが地図の出力媒体としてラインプ

リンターを採用したことや， SE A  Lがプログラムとデータを分離していないこと

〈言語データは BAS I Cの DATA文として与える〉等は共に時代の制約であった

と言うことができょう．

EG LのGLAPS, SEAL, 

性格の比較

EGL ． SEAL ． 
対話型の操作

圏外部プログラムによる

処理手噸の記述

． 
GLAPS 

掴

地

図

の

表

現

力

編集・加工能力

EG Lの狙いは上のこの図にも明らかなように， GLAP Sに近い編集能力を靖

え， SEA Lと同等の表現力を持ち，対話型の操作が可能なプログラムである。こ

のうち操作方法として対話型とプログラム型のどちらが良いかは簡単に決められな

い問題である．ワープロのような対話型は初心者にとっつきやすい反面，決まりき

った処理しかできないことになりかねないからである。 EG Lは全くコンビュータ

に触れたことのない学生にも使用させるつもりで開発したので対話型の操作を重視

している．

EG Lの稼働する環境

EGL はNE Cの N88-BASIC(86)（門S-DOSVersion）で開発されたソースコ｝

ドで約 5000命令程のプログラムであり、コンパイラによって Pコードに変換さ

れている。 BASI Cの利用できる主記憶の関係で、語形編集用プログラムと地図
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作成用プログラムとのこつのファイルに分かれてディスクに格納されているが、メ

ニューによって相互に呼び出すことが可能である。 〈その他に Cで開発した数本の

付属プログラムがある〉．実行環境はハードウヱアでは PC-9801 (384K 

バイト以上の主記穫とフロッピーディスク 2台〉， 640×40  0ドットの CRT, 
およびプリンターが最低限必要とされる．ソフトウヱアでは， M S-DOS(2. 

11版以上〉本体とコマンドインタープリタ（ COMMAND.CO門〉および Pコードの実

行時ライプラリファイル（ N88BASIC.LIB ）が必要である．

この他にデータ作成用にワープロソフト〈一太郎などM S-DO Sのテキストフ

ァイルを出力可能なもの〉や，地図の入力用にデジタイザ（ LogitecのMy 
PAD-A3など〉があれば便利である．

3 E G Lによる語形データ編集

(I EG  Lが処理するデータは下の形式にまとめられたレコードである。

｜地点番号｜語形 1I語形 2I語形31コメント｜

データは調査地点単位にまとめられ， 1地点で最大 3個までの併用形を扱うことが

できる．それ以上の語形や内省はコメントに記入する． くなおデータファイルが調

査語形ごとに独立して作成される点は SEA  Lと同じである. G LAP  Sはこの点

がより自由である．〉

この形式のレコードに対し， EGL  は以下の順番で編集作業を行う．異なり語の

検索 → 異なり語の合併 → 併用パターンの検察 → 併用パターンの合併．

3. 1 異なり語の検索と合併

まず，デ｝タファイル中のすべての異なり語が績索され，その頻度が計算され，

ASCI 1コード臓にソートされた一覧表が画面に表示される．言語地理学のデー

タ法一殺に頻度の高い小数の語形と頻度の低い多数の語形からなるものが多い．言

語地図作成の目的〈資料の提示か解釈の提示か〉にもよるが，弧例を代表とする頻

度の低い語形は他の語形と合併〈地図において同じハンコを与える〉しておきたい

ことがある． 〈明かな記入ミスや誤解などもやはり合併の対象になる. ) E G Lで

はこの合併操作を画面上のカーソルを操作して代表語形と合併対象を指定すること

によっておこなう。一回の合併処理が終わると合併された語形の色が変わり，代表

語形の頻度が調整されて再度語形の一覧表が表示される．

また，プレビューという機能が利用でき，合併処理を実行ずる前に任意の語形の

地理的分布を最大 5語まで同時に CR Tで確認することができる．これは入手によ

るデータ処理では地点番号をもとに頭の中で空想力にたよって行うか，語形毎に部

分的な地図を作成するかせねばならなかった作業であり，実醸に EG Lを使用する

とコンビユ｝タの威力をもっとも感じさせる機能である。

3. 2 併用パターンの検察と合併

一地点で複数の回答が得られた場合，それを回答の！頓に連結したものが併用パタ

ーンである. E G Lで地図を作成する際に利用するのはこの併用バターンであって，

異なり語そのものではない．従って，多〈の地点で併用がおこなわれているデータ

に対しては，併用パターンを単｛立とした検索と合併をおこなう必要がある． 〈すベ
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ての地点で回答がひとつだけならばこの処理は不要である．〉操作法は異なり語の

検索・合併と全く同ーであり，プレビューも使える．

ここで，異なり語の処理から併用パターンの処理にかけて EG Lが何をおこなっ

ているかを簡単に説明しておきたい。語形 l~A，語形 2=B，語形 3=C という

レコードを（A, B, C ）と書〈こととし，以下のデータがあったとする．

地点 1 (A, B, C) 

仮データ 地点 2 (A, D, B) 

地点 3 ( B, A, C) 

地点 4 ( D, A, B) 

このデータに異なり語の検索を施すと A, B, C, Dの4語形が得られる．ここで

語形Aを代表形として語形Bを合併すると，ヂータは以下のように変化する．
地点 1 (A, A, C) 

地点 2 (A, D, A) 

地点 3 (A, A, C) れ
地点4 ( D, A, A) 

この段階で併用パタ｝ンの検察をおこなうと， EG Lはまず重複をとってデータを

次のように書き改める．

地点 1 (A, C, ) 

地点 2 (A, D, ) 

地点 3 (A, C, ) 

地点 4 ( D, A, ) 

この後に検索が実行され，その結果（ A, C) • (A, D）・（ D, A）の 3バタ

ーンが検出される．

併用パターンの検察には 2種類のオプションが指定できる．ひとつは無視語形の

指定オプションであり，例えば標準語形が調査地域の全体にわたって記録されてい

るような場合に有効である．上記の仮デ｝タの場合， Aを無視語形に指定すると，

最終的な検索結果は（ c）と（ D）になる．最大 5個までの語形を無視語形に指定

することが可能である。

もうひとつのオプションは「回答順位の無視」である。この指定があると EGL 

は例えば（ A, B, C) 0 (A, C, B）。（ B, C, A) • (B, A, C）など l

を間ーのパターンと見なして検察をおこなう。やはり仮データに対して「回答順位

無視」を指定して検察した結果は（ A, C）・（ A, D）となる。これら 2種類の

オプションは同時に指定することも可能である。

EG Lのユーザーは以上の処理を必要なだけ繰り返して語形の編集を進めていく

〈併用バターンの分析の途中から異なり語の分析に戻るようなことも可能〉。最終

的に満足できる編集結果が得られたら、それをファイルに出力しておく。編集済み

のファイルは EG Lファイルと呼ぶれ、もとのデータファイルとは別のファイルで

ある。 EG Lファイルの先頭には併用パターン数、各パターンとその頻度が記録さ

れ、その後に地点毎のバターンが地点番号と共に記録される。

4 EG Lによる言語地図の作成

4. 1 地形ファイルと地点ファイル

一般的な言語地図に表される情報を EG Lでは、（1)海岸線・河川・等高線等の
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地形に関する情報、（2）調査地点の地理的位置、（3）各調査地点の語形、の三つに分

け、独立させて管理している。それぞれの情報を格納したファイルが(l）地形ファ

イル、（2）地J点ファイル、（3)E G Lファイルである。

地形ファイル、地点ファイルは基本的には地図上の座標を通常の XY座標系によ

って記録しただけのものであり、地形ファイルではその座標をたどって「ひと筆書

き」の要領で地図が描かれる．地形・地点ファイルの作成にデジタイザを利用す石

ための付属プログラムも用意されている。

4. 2 ハンコの割当処理

語形編集を終えた段階の EG Lファイルには、まだどの語形〈併用パターン〉に

どのハンコを割り当てるかの情報が記入されていない。この処理のために、まず一

旦出力した EG Lファイルを地図作成用のプログラムに読み込む。画面に語形編集

画面と似た一覧表が表示され、その下に各種のハンコの候補が示されるので、やは

り対話式に操作しながら各語形にハンコを割り当てる。現在のところハンコは「円」

「矩形J 「線J 「三角 J 「小記号」 「その他」の 6系列に分かれ、全体で 90個程

のハンコが登録済みである。 〈今後増強の予定でいる。〉

「＼

4. 3 CR  Tに言語地図を描く

ハシコの割当が済めばすぐに言語地図を作成することができる。 EG LにはMs 
-DO Sの CONF'IG.SYSのようなシステム設定用のファイルがあり、それにデフォ

ルトの地形ファイル・地点ファイルを指定しておけば、キーを押すだけで自動的に

CR  T上に地図が．作成される。作成された地図はプリンタヘハードコピ｝を出すこ

とができる。また、地図の出来ばえが気に入ら．なければすぐにハンコ割当に戻って

ハンコを調整することができる。 CR Tに地図を描くのに要する時間は地形の複雑

さおよびディスクのアクセススピードによって変化する。筆者が分析中の「大山・

中海周辺地域言語地図（ LAND)Jは複雑な海岸線の情報を含む 364地点の地

図であるが、 8インチ 2Dのフロッピーディスク（ c p Uクロックは 8MHz）を

使用してだいたい 45秒程度である。手作業に比べればごく簡単な分布の地図で 8
0倍以上、少し接雑な地図の場合、 200情以上のスピードだと思われるが、この

45秒が待てないという人のためには地形ファイルの描く画像をそのままディスク

にセーブ／ロードするオプションも用意しである．これを利用すると地形を描く時

間がほとんどなくなるので，どんな地図でも 15秒程で描くことができる。

（） 

5 その他の機能

以上、 EG Lの基本的な動作老紹介したが、この他に次のような機能があ号。

( 4, 5はEG L外部のプログラムとして稼働する。〉

〈チャイルドプロセス〉

二つの EG Lファイルを合併する〈複合言語地図〉。

語形毎に分類した地点番号一覧表老作成する〈手作業の補助〉。

対話型処理の操作過程を記録する〈ヒストリ｝機能〉

データファイルの簡単なヱラーチヱツク

指定された言語特徴の有無を複数のファイルにわたってチェックし、

地点毎にその結果を加算する．

E G しから M S-DO Sのコマンドを実行す石。

①

②

③

④

⑤

 

＠ 
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6 今後の課題

良い面ばかりを並べたててきたが、 EG Lはまだ問題の多い未完成のプログラム

である。今後改良すべき点として少なくとも次のふたつがある。まずプロッタない

しはレーザービームプリンタへの出力を可能にすること。 CR  T上の地図はあくま

で視認のためのものであり、最終的な言語地図はこれらの出力装置上に出す予定で

いる。これは開発当初からの考えなのだが、まだプロッタ用プログラムの一部を書

いたにとどまっている。次に語形の編集機能を更に充実させること。現在の編集能

力は一応の基本的処理をこなせるものの、目標とした「 GLAP Sに近い」レベル

にはまだ達していない。例えば特定の社会的属性（性別・年齢など〉の条件を満た

す地点だけを選択して表示するなどのことは今日の言語地理学において当然要求さ

れる機能だろうと思う。また現在、プログラムサイズが既に BAS  I Cコンパイラ

の限界に近づいている。全体を別の言語で書き直す必要も出てくるかもしれない。

付記

EG Lはまだ開発中のプログラムですが、試用を希望される方は筆者まで連絡を

いただければ実質にて配布します。その場合、試用した感想等を筆者までフィード

バックしていただくことを条件とします。
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付図1 EG Lによる言語地図.LANDより「つららj • 5万分の 1地形図境界と

主要な河川を示す．

（「1
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付図2 E G L による揖鍵と地図作成の涼れ
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合併対象を選択してリターンキーを押してください（BS：指定終了〉
［現在の代表形 ホッヘ。タ ］ 

「ホッベタJを代表形に選択し、次に付図4 異なり語の合併処理中の画面．
合併対象を選択しようとするところ．
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付図5 併用バターンの合併処理中の画面．見出し語形「NRJを書き換えようと

しているところ．（庁、ッペ1t~展視さ毛付予し、 1!1~1幌棋の長線も~5夜レl ＂＂る．）

付図8 プレビユ｝画面． 「ホタ」 〈三角〉 「ホータJ 〈四角〉 「ホーJ 〈線〉の
分布を確認している。記号は回答JI聞に従い青、赤、黄色で表示． (cf.付図8)
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付図9 LAN D項目 133「つららJの地図と、ハンコ割当画面を合わせて
コピーするとこうなる．地図の境界や河川を除いた地形ファイルを使用している．
(cf.付図 1)


